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た。構 築 主 義 に 基 づ く 図 像 史 資 料 の 解 読 は 、メ デ ィ ア・リ テ ラ シ ー に 関 わ る
能 力 を 養 う 上 で 重 要 で あ る こ と が 確 認 で き た 。  





































































































な学習と言える。第 10 章では、14 世紀における黒死病（ペスト）の世界的流行を
題材に、歴史地図（主題図）を用いた授業構成モデルを提案する。「課題による組
織」の観点として、環境史（感染症の歴史）に着目する。歴史地図の解読は、地理
空間情報と歴史情報との関連性を総合的に評価し、歴史認識力を育む上で効果的な
学習であると言える。  
 
Ⅱ 審査結果報告 
１．総合所見 
本研究は、探究的世界史学習を通じて、21 世紀社会を生きる市民に必要な資質・
能力の育成を目指すものである。本研究の成果として、改訂版ブルーム・タキソノ
ミーとルーブリックを用いて探究という高次で複雑な認知過程を可視化した歴史
的思考力育成型カリキュラムのフレームワークを構築し、それに基づいて、四種類
の史資料をそれぞれ活用した世界史の授業構成モデルを開発して、提案することが
できた。そして、コンピテンシー・ベースという新しい視点に立った世界史カリキ
ュラムを開発できたことは、高く評価できる。全国学会誌の査読誌７本が含まれる。 
 
２．評価すべき点 
（１）多種多様な史資料の解釈を基本としたコンピテンシー・ベースの世界史カリ
キュラムの開発を行っている。今日のカリキュラム研究では、コンテンツ・ベース
からコンピテンシー・ベースへと、関心がシフトしている。しかし、世界史学習論
の研究においては、依然として、コンテンツ・ベースの内容開発が中心を占めてい
る。このような状況の中で、本研究は、生徒による一次史資料を中心とした史資料
の解釈や、学習成果の論述と発表などを取り入れた授業構成モデルを開発して提案
できた。 
（２）歴史意識と歴史的思考力のもつ重層的な構造と複合的な性格を、世界史の歴
代学習指導要領、歴史学・教科教育学の研究者と歴史教師の言説や授業研究史を歴
史的な観点から検討し、その特徴を解明している。そこでは、歴史的思考力は社会
の発展や構造を理解する力と見なされ、通史学習を円滑に進めるための役割が期待
されていたこと、また、グローバリゼーションの進展を背景に 1990 年代以降、歴
史的思考力には史資料の解釈や批判･吟味のためのスキルとして捉えるなど新たな
考え方（歴史的リテラシーとみる考え方）が登場して来たことを指摘できた。また、
現職教師への質問紙調査では、今日の教師の歴史的思考に対する意識には「歴史の
構造的理解」「歴史の因果関係の把握」と捉える傾向が根強く、1990 年代以降顕著
になってきた歴史的リテラシーの観点は未だ希薄であることが分かった。本研究で
は、このような教師の意識を踏まえて、歴史的思考力育成型授業の検討と提案を行
うことができた。 
（３）本研究は、教師や学校現場の実態を踏まえた世界史学習論を提案し、世界史
学習の理論と実践の一体化を目指した研究である。本研究では、研究の鍵概念とな
る歴史意識と歴史的思考力を歴史的観点からの整理（歴代の学習指導要領、歴史
学・教科教育学の研究者や歴史教師の言説、授業研究史）と、今日の中等教育段階
における教師の意識や授業実態の把握を基礎にして、21 世紀社会を生きる市民に
求められる資質・能力論の観点から理論的に検討し、コンピテンシー・ベースに立
った歴史的思考力育成型カリキュラムのフレームワークを構築できた。また、実際
に授業で利用することを念頭に、四種類の史資料をそれぞれ活用した授業構成モデ
ルを開発して提案している。 
（４）探究過程の可視化を目指した世界史カリキュラムのフレームワークを構築し
ている。探究活動を対象としたこれまでの歴史授業研究が、学校現場に定着して来
なかった理由として、探究という高次で複雑な認知過程をカリキュラムの中に確認
するための手立てが乏しく、探究過程が授業者にも生徒にも確認し難い状況があっ
た。本研究で開発した世界史カリキュラムのフレームワークでは、改訂版ブルー
ム・タキソノミーとルーブリックを用いて、探究過程を可視化できたことである。 
 
３．課題とされる点 
（１）米国の初等中等教育段階の歴史教育では、K.C.バートンと L.S.レビスティ
ックによる“Doing History”などの歴史授業改革が注目されており、本研究と同
様の問題関心に基づく歴史カリキュラムが数多く開発され、提案されている。今後
は、米国の歴史授業改革の動向を視野に入れて、研究の深化と広がりをはかる必要
があろう。 
（２）本研究の目的を達成するためには、開発した授業構成モデルを高校での世界
史授業で実際に実施してみる必要がある。四種類の史資料をそれぞれ活用した授
業構成モデルの有効性や問題点について、実際の授業において検証することが求
められる。そのため、今後すみやかに、高校教師の協力を得て授業を実施してい
くことが望まれる。 
 
４．結論 
以上の評価を踏まえて、審査委員は全員一致で、本論文が博士（教育学）を授与
するに充分値するものと認められるとの結論に達した。 
